
平成３０年度文部科学省
補正予算案
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国立大学等施設整備関連 ９６億円

大阪北部地震や平成３０年７月豪雨などの自然災害により建物の損壊など多数の被害を受けた国立大学等
施設の速やかな復旧を図る。また、地震発生時の学生等の安全確保のため、ブロック塀等の安全対策を実施する。

大阪北部地震や平成３０年７月豪雨などの自然災害により建物の損壊など多数の被害を受
けた国立大学等施設の速やかな復旧を図り、安全と教育研究活動の円滑な実施を確保する。

◆概 要

◆事業内容

○国立大学等施設の復旧 ６０億円

○ブロック塀の倒壊防止等の安全対策 ３６億円
地震発生時の学生等の安全確保のため、安全性に問題のあるブロック塀等の撤去・フェンス等の

再設置などの安全対策を実施する。

国立大学等施設整備費予算について
（平成３０年度補正予算案）
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国立大学法人等設備災害復旧
平成30年度補正予算(案)

５５億円

【概要】 （文部科学省所管）

＜７月豪雨による主な被災＞ ＜大阪府北部地震による主な被災＞
（神戸大学) (大阪大学)

○ 平成30年７月豪雨及び平成30年大阪府北部地震により被災した国立大学法人等の教育研究
設備を早期に復旧するため、国立大学法人等の災害復旧に要する経費を計上。

「平成30年７月 豪雨 生活・生業再建支援パッケージ（平成30年8月2日）」抜粋
（３）災害応急復旧
○公共土木施設等の災害復旧事業の迅速化
…さらに、公共土木施設等とともに、鉄道施設、水道施設、工業用水道施設、学校・社会教育施設、医療施設や
社会福祉施設等の災害復旧事業についても迅速に進める。

【災害復旧の内容】 【主な支援内容】

○設備の災害復旧費 5,475,646千円

【内訳】
平成30年7月豪雨 1,140千円
（神戸大学 １件）

大阪府北部地震 5,474,506千円
（大阪大学ほか３法人 512件）

テーブルリフト装置（床面青色）
が浸水し、モーターが故障

装置の落下による損傷 等
52

t-nagatomo28
テキスト ボックス
３




国立大学法人授業料減免等 平成30年度補正予算(案)
１億円

【概要】
（文部科学省所管）

＜内容＞
○ 被災を受けた国立大学の学生に対して、授業料（535,800円/年）の全額を免除。

＜対象学生数＞
○ 授業料免除：205人（29大学）

○ 平成30年７月豪雨により学生の家計支持者に深刻な影響が生じており、被災学生が修学を
断念することがないよう、「平成30年7月豪雨 生活・生業再建支援パッケージ」を踏まえ、
学生に対する授業料減免等の修学支援を早急に実施。

「平成30年７月 豪雨 生活・生業再建支援パッケージ（平成30年8月2日）」抜粋
（１）生活の再建
○切れ目のない被災者支援
…被災地における心のケアや修学・学習等の支援を行う…

【主な支援内容】
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